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源
義
朝
権
力
の
地
域
基
盤
と
武
士
拠
点

「
義
朝
ガ
一
ノ
郎
等
」 

鎌
田
正
清
と
東
海
地
域
の
場
合
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［
論
文
要
旨
］

は
じ
め
に

❶
鎌
田
正
清
一
族
の
系
譜
と
活
動

❷「
香
貫
三
条
局
」の
実
在
を
め
ぐ
っ
て

❸
狩
野
川
流
域
社
会
と
香
貫

❹
鎌
田
氏
の
本
拠
と
東
海
地
域

義
朝
の
地
域
基
盤
と
そ
の
限
界
―
お
わ
り
に
か
え
て
―

　

本
稿
は
、
源
義
朝
権
力
を
支
え
る
地
域
基
盤
の
形
成
過
程
と
そ
の
特
質
を
、
彼
の
乳
母
子
に
し
て

有
力
な
郎
等
（
家
人
）
で
あ
る
鎌
田
正
清
の
存
在
形
態
と
東
海
地
域
へ
の
拠
点
形
成
や
地
域
勢
力
と

の
関
係
の
実
相
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
彼
の
動
向
は
、
主

と
し
て
軍
記
物
語
で
知
ら
れ
る
ば
か
り
で
、
そ
の
実
像
は
未
詳
な
部
分
が
多
い
。
本
稿
で
は
平
安
末

期
か
ら
鎌
倉
前
期
頃
の
鎌
田
一
族
の
動
向
を
事
例
に
検
討
し
た
。
明
ら
か
と
し
た
要
点
は
大
略
以
下

の
通
り
で
あ
る
。

　

鎌
田
氏
は
本
来
は
京
武
者
と
し
て
の
存
在
形
態
を
有
し
つ
つ
、
駿
河
国
鎌
田
郷
を
本
拠
と
し
、
次

第
に
狩
野
川
下
流
域
の
香
貫
郷
に
も
拠
点
を
持
ち
、
如
上
の
地
域
基
盤
を
ベ
ー
ス
に
さ
ら
に
は
伊
豆

国
北
条
氏
と
も
交
流
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。
だ
が
、
か
か
る
鎌
田
氏
の
地
域
活
動
に
は
、
駿

河
国
長
田
荘
を
本
拠
と
す
る
在
来
領
主
長
田
氏
と
の
連
携
が
必
要
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
長
田
氏
は
安

部
川
河
口
部
に
あ
っ
て
中
世
東
海
道
の
主
要
宿
駅
を
そ
の
勢
力
圏
に
包
摂
し
な
が
ら
、
西
方
面
に
は

知
多
半
島
の
尾
張
国
野
間
内
海
荘
に
拠
点
を
、
ま
た
北
・
東
方
面
に
は
駿
河
国
内
だ
け
で
な
く
、
甲

斐
・
伊
豆
地
域
に
も
情
報
網
を
巡
ら
せ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。
源
義
朝
は
、
東
海
道
宿
の
長
者
的

存
在
で
あ
る
長
田
氏
と
郎
等
の
鎌
田
氏
が
姻
戚
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
、
鎌
田
氏
を
通
じ
た
東
海
道
交

通
へ
の
コ
ミ
ッ
ト
を
企
図
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
上
述
の
義
朝
が
東
海
地
域
に
形
成
し
た
地
域
交
通
拠
点
の
ハ
ブ
や
諸
勢
力
と
の
連
携
を

通
じ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
決
し
て
強
固
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
義
朝
一
行
が
東
国
へ

の
逃
避
行
の
途
上
で
逗
留
し
た
野
間
内
海
荘
に
て
、
長
田
父
子
に
謀
殺
さ
れ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か

で
あ
る
。
長
者
な
ど
地
域
諸
勢
力
の
実
力
に
依
存
し
て
結
ば
れ
た
関
係
は
、
彼
ら
と
の
利
害
関
係
の

不
一
致
に
よ
り
容
易
に
瓦
解
す
る
可
能
性
を
常
に
孕
み
、
こ
う
し
た
勢
力
が
基
盤
と
す
る
宿
な
ど
の

流
通
拠
点
も
決
し
て
一
枚
岩
で
は
な
く
、
多
様
な
勢
力
が
重
層
的
に
重
な
り
あ
い
複
雑
な
利
害
関
係

を
形
作
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
一
見
広
範
に
み
え
る
義
朝
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
、
そ
の
実
態
は
在
来

勢
力
た
る
長
者
の
実
力
に
依
拠
し
た
皮
相
的
な
関
係
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
一
方
、
次
代
の
鎌
倉
幕

府
と
東
海
地
域
交
通
と
の
関
わ
り
は
義
朝
期
の
そ
れ
と
一
線
を
画
し
て
お
り
、
宿
駅
の
新
設
や
在
来

勢
力
の
排
除
な
ど
、
幕
府
権
力
に
よ
る
整
備
が
進
展
し
て
い
く
こ
と
と
な
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
源
義
朝
、
鎌
田
正
清
、
長
田
忠
致
、
東
海
道
、
香
貫


